







その他のタイトル Spatial Pattern of Japanese Commodity Flows
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B j出までの鉄道による 5トンの流動， B地からC地までのト

































I I I 1回収率I i象事業所数 i事業所数 I はかなり高いと考えられる． l I 1 ; 
｜面接 1 19,221件j 17,379件I 90% 
本研究に用いる分析品目は，農水産品3 林産 1970年｜郵送 1 rn, 748 I 1, 11s I 38 
i 計 I 37, 969 I 24, 554 I 65 





1面接 1 20, 595 I 19, 680 I 96 
1980年｜郵送 1 50, 648 I 28, 969 I 57 





品類 II~~ ? ?
第2表分析品目およびその内容例
i有 容
1 穀 物 米，麦，封1~穀，豆．
農 2 均う 菜・果 物 いも類，野菜類，果物芳三
水 鳥類獣さ類れ，な鳥い獣畜産肉、品．未力［］工乳， 烏卯， 動物性組織制t, Jf（皮， 原毛皮， 他に3 三iヨζヨ 産 I~コ口
産
口lコ口 4 水 産 I~コIJ 魚介類（生鮮冷凍のもの〉，魚介類（出政j：吃燥のもの〉．
5 その｛也の農産品 工芸作物，農産加工品、他に分類されない農産品．
産林問
6 木 材 原木，製材，その他の林産品．
7 薪 炭 薪，木炭．
8 石 j尖 石炭，亜炭．
事~；




11 非金属鉱物（工業用〉 石灰石， りん鉱石，原塩， j京油，その他の非金属鉱物．
品機金属
12 金 員 鉄鋼，非鉄金属．
13 立正』fこ 属 主2 仁1 建そ設の用他金の属金製属品製、品建．築用金属製品， 線材製ll~lh 刃物・工具，械 ロ口
工
F互T主ミ－ 14 機 械 産業機械，電気機械，輸送機械，その他の機械．
15 ：マ3て芸て 業 ロIコロ セメント、セメント製品，れんが、石灰，その他の窯業~~I ・
イヒ 16 石 ~tl 製 lコ仁I~ 持発？由，重油，その他の石油，その他の石油製品．
づ旦ι」 17 石 r天' 製 r:i仁1h コークス，その他の石炭製品．
工 18 イヒ ー，~ナ叫 薬 口iコi:i 硫酸，ソ ダ，その他の化学薬品．




紙・ノξ ／レ フ パノレプ， 紙．
コニ 22 繊維工業品 糸 G!5料：半製品を含む），織物（繊維2次製j見を含む）．業
23 食料工業品 製造食品，飲料，その他の食料工業品．
iヰI 24 iヨ 用 品 I 書家他籍具に分，製備類印刷品さ物，れ，衛な衣生い，服日暖用，』房品者自用品具，？ 台は所き及ものびz食文卓呉用，品玩，具， 運動娯楽用品， 楽器
工
業
口Iコl:J ぉIその他の I ゴム他皮に革分製類品さ（れ他なにい分製類造さ工れ業な品いもの〕， 木製品 〔他に分類されないも製造工業品の〉，
ず も の（金属くず，その他のくずもの．
特 21 I動植物性飼肥料 l
政ミ 2s ＼廃 葉 物 i廃土砂，その他の麗棄物
I~コ｛ 29 I輸送用容器｜金属製輸送用容器，その他の輪送用容器．
30 I取 り 合 せ i~ I 載引越貨荷物物．，郵便物，鉄道使荷物貨物，自動車捜路線貨物，内航船出：！小口混
分
本JI~における貨物の地域的流動ノξターソとその変容・ 1970～1980年 r: :) 
田 純流動量の地域的分布パターンとその変化

























































































































考えられる．なお） J二位10県の構成比の合計は，57.8% (19701＇！つから 50.4% (1980年〉に減少して
おり，貨物流動の地域的分布は分散化してきていることが認められる
貨物の流動は， 実擦には各種輸送機｜認を介して行－なわれる．鉄道， トラッ ク3 船舶に分け，利用輸
送機関の地域的パタ ー ンとその日年間の変化について~き察してみよう JS). 1970年においては， トラッ
クによる輸送が全貨物の63.3%を占め3 ついで船舶（20.8%), 鉄道 (12.3%), その他（3.6%）の
6 人文地〕理学研究 官Ir
JI畏であった. 1980年においてもこの糠位はかわらないが， トラックによる輸送は77.0%と大 1¥高に 11
び，船舶と鉄道はそれぞれ15.3%, 3. 2%にその構成比を減少させている. ~~j：に鉄道の滞ちこみがめ













も高いのはJ~J:王であるが3 それでも 8.4% に過ぎない．九州戸諸県および内陸県で分担率が低いのが特
色である． トラックの分担率に関しては＇ 1970年には， m馬（94.8%）が最も高く，ついで山梨（92.
5%），石川（91.8%）であった．ーブ17，最低の分担率を示す県は愛媛 (16.9%）で3 ついで大分 (17.
4%）であった．一般に，中央日本で分担率が高い傾向が認められる.1980年になると，石川が98.8%
で最大となりラついで長野〉山形（ともに98.6%）である．海運を手UPFJできない内陸県で分担率が特




年間における船舶の分担率の地域的分布パターンの変化は 3 鉄道， トラックのそれと比べて相対的に
低 し＼
N 各種貨物の地域的流動1＼ターンとその変化




















































10 人文地 JIH学研究 ＼11
長〉〉は，1970年には54.4%) 1980'q三には66.7%である．10年の！：自に12.3%増加しており ，地域内で
流動が完結する割合が高くなってきていることが認められる．これは 3 物流のシステム化3 流通 ・配

















































庫が凶日本地域への 3 神奈川が関東地方への， 愛
知が 1~1京地方への発地域を形成している ． 輸送機
関は，他の農産品と比べてトラック輸送への依存度が比較的低く，全体の66.0% (19801l）を占める
I~ 水 j室 IJにロ] 2.66トン
林 J~ 口iコ口 5.35 
説； 産 I~コ1コ tJ4.47 
金E号機械工業品 2.48 
化 学 工業品 6.92 
i経 ユニ さコ仕弓ミこ 口に口』 2.24 
雑 工 業 ロIコロ 0.69 












野菜 ・果物の流動パターンは第4！玄lbに示される. 1970年における最大j着地は東京で 3 全流動量の
28.4%を占める．最大流動リンクは 3 愛媛から東京へのリンクであり 3 全流動量の17.5%を占める．
北海道は主要発地を形成する一方主要着地も形成し特徴的である.1980年の流動ノミタ ーンは） 1970年





















占めている 一方， 1980年には最大発地は青森（13.5%）であり，ついで福悶（10.3%），東京（9.5%) 
の）｜院である．最大着地は東京（9.9%）であった． したがって， 1980年には，東京は， 発地と着地の
両方の機能を果たしていることになる 最大の流動リソクは， 1970年には長崎から佐賀へのリンク
(1, 810トソ〉であったが， 1980年には静岡から神奈川へのリンク（3,776トン〉にかわっている．福岡
は， 1970fl三には発着リンクを有していなかったが， 1980年には 6本の発リンクを有しており，流通基
地として発展してきていることを示唆している














































































多く， 1980年には5,405,288トンが流動している． 域内流動率はきわめて高く， 1970年には0.92と30
品目＇＊＇第 1位， 1980年においても0.87と第2位である 各都道府県内で流動が完結する主!I与が高し
14 
本邦における貨物の地域的流動ノミターンとその変容： 1970～1980年 15 




































日本において，流動リ γクがみられないのが特徴的である．福岡は， 197Qi:j三には， 流動の主要発地を
形成し全発生流動量の 8.9%を占めていたが， 10年の悶に大幅に衰退し， 1980年には 4. 8% を I~ める
にすぎなくなっている．これは，金属部門における北九州工業jむ！？？の地位の相対的低下と対応するも
のである．
金属製品の流動パターンは，第7図bに示される 金罵製品i:t，金属ドア，窓わ く，サ ッシ，線材
























担率は， 1970年は， トラック53.2%, 船舶29.0%, 鉄道12.2%であったが，1980年には， トラック
70.3%，船舶21.2%，鉄道4.3%とな り， トラックが17.1%増加している．












































く， 1970年は全体の41.9%, 1980年は24.0%を占めている．最大発地は， 1970年には山口であった
が， 1980年には茨城にかわっている．北海道は， 10年の間に着地としての地位を高めており， 1980年
には6本の着リンクを有することになった．流動りンクが比較的長距離であり，農業県を 1＝／こl心に流動
が卓越しているのが化学肥料の流動特性である
第 8 図 f はその他の化学工業品の流動パターンである．その他の化学工業品には，染料， J~l~料，
料，合成樹脂，動植物性油脂などが含まれる 化学工業品6品目の中では最も平均ロットが少なし
本邦における貨物の地域的流動ノミターンとその変容： 1970～1980年 21 
1970年は1.30トンヲ 1980年は1.08トンである．小物が多く需要が多岐にわたるため，流動方向はきわめ









































~｝1Jili工業品の 2 l~ h iヨに分五付ー る
料工業品は， 8主l矧仁jJJ設もト ラッ
ク iMIJ送の剖合が詩~¥, ¥ ，！品類であり，
1970年には全輸送量の92%, 1980 
~Tゴには96.9%を占める．平均 lコッ




























































IV一 8 村．弟iミ， 1~1
特殊，＇，~＇，（，ま くずもの，勤者ii［牧1ttてがj肥料，）充当~~弘輸送m容器， J\又り合せ品の 5 品 I~！に分類して二号察
する．純流動置は，この中では動植物性飼肥料が民大であり，ついでくずものである．平均 lゴツトは
1970年には5.82トンであったが， 1980年にはやや減少し4.33トンになっている．利用輸送機関は，
1970年には， トラック82.0%，鉄道11.7%，船舶6.3%の割合である. 1980年には， トラック87.4%,
船舶9.7%，鉄道 2.9%の；tu合となり，鉄道の割合の減少が顕著である
第11［さlaはくずものの流動ノミターンを示したものである. 1970年代における工業の深化により， く









第111~ cは廃棄物の流動パターンを示したものである．廃棄物は， 30日， j~j 1j:r最も流動リンク数が少











の平均！コットは0.81トンにすぎな＼.，¥' したがって， トラックによる，，輸送が圧倒的に多く， 1970年は全
体の83.0%, 1980年は99.0%をトラックに依存している. 1980i！三における値は， 301'i1目中最高イ！？［であ
る. 19705ドには， 3本の流動りンクが存在し，最大流動リンクは，；til奈川から東京へ向かうリンクで，
。%を1!.Jめている. 1980年になると，流動リンクは11本に増加し，流動は：~：~！！＇二日l均に分散





リンク数を整理したものである．各 11~11I三！万IHこ， Tfiljl,f{jくにおける純流動量；， j；或｜ブヨ流動率，~~6 
菊7すなわち，以下の 5品目は流動量が減少している市IL流動iTI:の総市北：101c1:_IMJ？こ唱力1しているが，


































































































1ゴ i1J i~J_ 111~1 
石 j火 j~~ i 
化学楽品
イじ ミ： Jl巴 * ： i4 






























































業品などである．これらは，平均 lコットが小さく ，小仁i需要が多く ，しかも着地が空間！YJに分散して
いるという特性を有している. 10年間Iこ，ほとんどの品目は リンク数を増加させており，流動ISi科、が
多様化の傾向 をみせている ． なかでも大l隔に増加した品 l~I としては，野菜 ・果物， その他のJ柴産1~~11,
金属，窯業日i，化学薬品，その他の化学工業品，繊維工業品， 食料工薬品，その他の製造工業品など
がある．一般に？ 需要者のニーズが多様になり ，流通経路が複雑で小口需弘L化した品 l~I にこ の傾向が
、?、?、???????














? ?? ＝ ?
運輸省により 実施された 「全国貨物純流動調査」を利用して，本／I~ における各種貨物の3’~ l'11=\'J 1jワ流動
パタ ンーがし＼かなるものであるか，そしてそのノミタ ンーは， 1970年から1980イ下にかけてどのような変
容を遂げたのかを分析考察してきた．本研究で切らかになった諸点は以下のように要約できる




高度経済成長期を程て 3 輸出 ・1詩人が活性化 し，大輸入港をおEする地域が貨物の発活地としての役制
本):15における貨物の地域的流動ノミターンとその変容・ 1970～1980年 29 
を強めたことなどが遠因であろう
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｛言編著『流通 ・情報の地域構造』，大！珂1iLp. 19. 
Spatial Pattern of Japanese Commodity Flows and its 
Change from 1970 to 1980 
Yuji Murayama 
This paper attempts to investigate the spatial pattern of Japanese commodity flows and its 
change from 1970 to 1980, by using the origin”destination matrices of 30 commodities. These 30 
commodities are Grains, Vegetables & fruits, Livestock products, Fishing products, Other agricultural 
products, Timber, Firewood & charcoal products, Coals, Metallic minerals, Non-metallic minerals 
for construction, Non-metallic minerals for industry, Metals, Metal products, Machine products, 
Ceramic products, Oil products, Coal products, Chemical medicines, Chemical fertilizers, Other 
chemical products, Paper & pulp, Textile products, Foodstu町民 Daily necessities, Other manu-
facturing products, Trash, Feeds & manures for animals, Wastes, Transport containers and 
Assorted goods. The matrix data employed here are collected by the Ministry of Transport. 
Spatial linkage systems of each commodity in 1970 and 1980 are examined through the graph 
theoretical concept幽 Mainfindings of this paper might be summarized as follows : 
1. Regional distribution of total generated fright volume has changed drastically in ten years. 
Osaka and Tokyo which occupied the highest rankings in 1970 have decreased their roles gradualy, 
while Aichi and Hokkaido have enjoyed the growth in ranking in 1980. Local small cities around 
big cities have growηas the distribubon centers of commodities and regions with big trade 
ports have increased the generated volume. 
2. Truck has occupied the great share in the transport of the commodities, while railroad has 
本;):Iにおける貨物の地域的m1JV1ノミターンとその変容・ 1970～1980年 31 
lost the share gradually in ten years. The commodities with large lot such as mineral products 
and chemical industrial products have been transported by ship at the relatively high rate. It is 
estimated that the share of truck would be more and more high in the future. 
3. The 26 commodities of the 30 commodities have increased the number of links in the map 
patterns of flows from 1970 to 1980 (Table 6). Especially the commodities such as Vegetables 
& fruits, Chemical medicines, Other chemical products, Textile products and Other manufacturing 
products have increased the number greatly. This means that the flows of these commodities 
have been spatially dispersed in ten years. 
4. The linkage systems of the 30 commodity flows are classified into the following four 
groups: (1) The group that the flows are dominant within the Pacific belt zone (Metals, Machine 
products, Other chemical products, Daily necessities and Other manufacturing products), (2) The 
group that the flow distances are very long (Vegetables & fruits, Fishing products, Oil products, 
Chemical fertilizers and Paper & pulp), (3) The group that the自owsare restricted to the few 
regional pairs (Firewood & charcoal products, Coals, Non-metallic minerals for construction, Coal 
products, 百九Tastesand Assoτted goods), and (4) The group that the map patterns of flow linkages 
changed greatly (Grains, Vegetables & fruits and Other agricultural products). 
Though these results are obtained from this analysis, this paper fails to clarify why the flow 
patterns showed the great changes for these ten years. To elucidate the causes, it is necessary 
to consider the changes of socio-economic attributes of those regions. This problem is noted for 
further attention in the future 
